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衆
議
院
議
員
坂
上
富
男
君
提
出
刑
事
施
設
法
案
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

市
民
的
及
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
（
昭
和
五
十
四
年
条
約
第
七
号
。
以
下
「
国
際
人
権
Ｂ
規
約
」

と
い
う
。
）
第
四
十
条
に
基
づ
き
締
約
国
が
提
出
し
た
報
告
書
を
検
討
す
る
「
人
権
委
員
会
」
に
お
い
て
我
が
国
が

提
出
し
た
報
告
書
の
検
討
が
行
わ
れ
、
そ
の
際
い
わ
ゆ
る
代
用
監
獄
制
度
に
つ
い
て
も
一
部
の
委
員
か
ら
質
問

が
な
さ
れ
た
の
で
、
我
が
方
か
ら
し
か
る
べ
く
説
明
を
行
つ
た
。 

二
に
つ
い
て 

国
際
人
権
Ｂ
規
約
第
十
七
条

1
は
、
何
人
も
、
通
信
に
対
し
て
「
恣し

意
的
に
若
し
く
は
不
法
に
」
干
渉
さ
れ
な

い
旨
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
刑
事
施
設
法
案
（
以
下
「
法
案
」
と
い
う
。
）
第
九
十
八
条
及
び
第
百
十
四
条
が
こ

れ
に
違
反
す
る
と
は
解
し
て
い
な
い
。 



四
に
つ
い
て 

五
に
つ
い
て 

三
に
つ
い
て 

六
に
つ
い
て 

刑
事
施
設
の
被
収
容
者
は
、
既
に
身
体
的
拘
束
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
被
収
容
者
に
閉
居
罰

を
科
し
て
も
国
際
人
権
Ｂ
規
約
第
九
条1

に
違
反
す
る
と
は
解
し
て
い
な
い
。 

国
際
人
権
Ｂ
規
約
第
十
四
条

3
(b)
の
「
自
ら
選
任
す
る
弁
護
人
と
連
絡
す
る
」
権
利
は
、
御
指
摘
の
よ
う
な
被

勾
留
者
が
弁
護
人
等
に
対
し
発
す
る
信
書
の
秘
密
を
保
障
す
る
趣
旨
で
は
な
い
と
解
さ
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、

法
案
第
百
十
四
条
が
右
規
定
に
違
反
す
る
と
は
解
し
て
い
な
い
。 

国
際
人
権
Ｂ
規
約
第
十
四
条

1
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
の
保
障
は
、
受
刑
者
又
は
被
勾
留
者
と
弁
護
人
等
以

外
の
弁
護
士
と
の
間
の
面
会
及
び
信
書
に
つ
き
秘
密
を
保
障
す
る
趣
旨
で
は
な
い
と
解
さ
れ
る
。 

四 

 



 

五 

閉
居
罰
や
報
奨
金
支
給
予
定
額
の
削
減
の
懲
罰
は
、
行
政
上
の
懲
戒
罰
で
あ
つ
て
、
国
際
人
権
Ｂ
規
約
第
十

四
条

3
に
い
う
刑
事
上
の
罪
の
決
定
で
は
な
い
。 




